
提言1 「人から教わる機会」が洗濯行動に関する啓発に有効
対面接客の機会を最大限に活かそう

利用者は衣類の取扱いについて、
取扱い表示以外にも「思い入れ」や
「購入価格」「用途（普段着かどうか）」
などから総合的に判断し、
お手入れ方法を決めている

利用者の洗濯行動 洗濯行動の多様化
コインランドリー・家庭洗濯との使い分け

現 状

自己流の洗濯　失敗・不満

家庭洗濯 コインランドリー

汚れ・
ニオイの

蓄積

縮み等の
失敗手間

クリーニング店
からの情報発信

不足

家庭洗濯 コインランドリー

利用者が正しい洗濯行動へ
　

満足度向上
（ひいては需要拡大）

　　　　

対
面
接
客

利用者の
洗濯方法や
悩みの把握

衣類ケア全般の
情報提供

技術力 安心感

クリーニング（組合員）店の最大の強みは「対面接客」、
つまり「顔が見えるお店であること」

対面接客の中で
クリーニング店ができること


